A Phenomenological Study of Inter-Personal Relationship and Mental Health in IT (Information Technology) Society (Ⅱ) by 小川 憲治
長野大学紀要 第39巻第2号  25―31頁（59―65頁）2017 























































A Phenomenological Study of Inter-Personal Relationship and 
Mental Health in IT (Information Technology) Society (Ⅱ) 
 
小 川 憲 治* 
Kenji OGAWA 
長野大学紀要 第39巻第2号   2017               60 


























































































小川 憲治  IT 時代の人間関係とメンタルヘルス（その 2）          61 


























































































長野大学紀要 第39巻第2号   2017               60 



























































































小川 憲治  IT 時代の人間関係とメンタルヘルス（その 2）          61 



























































































長野大学紀要 第39巻第2号   2017               60 



























































































小川 憲治  IT 時代の人間関係とメンタルヘルス（その 2）          61 



















































つながり vs あいだ（距離）、 違い vs 共通
性、 共にいる vs いない 
（4）仕事と余暇の（work life）バランス 
公私のけじめ、仕事最優先生活からの脱皮、
余暇の時間を確保し心身ともにリフレッシュ
に努める（家族や友人との旅行、食事、スポー
ツ、音楽、読書などの趣味をエンジョイ） 
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